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XML文書を作成するには、いろいろ

な方法があります。テキストエディタ

でコツコツ入力したり、Office 2003を

使ったり、既存データをXSLTで変換し

たり。VB.NETで、XmlDocumentクラ

スのCreateElementやCreateText

Node、XmlTextWriterクラスのWrite

StartElementなどのメソッドを使い、

生成プログラムを書く方法もあります。

でも、どの方法も、ちょっと手間がか

かりそう!! そこでお勧めしたいのが、

シリアル化機能です。

.NET Frameworkでは、オブジェク

トの状態を保ったり転送しやすいよう

に、直列並びに変換（＝シリアル化）

しておき、必要になれば元の形に復元

（デシリアル化）する機能がサポートさ

れています［注1］。XMLシリアル化機能

を使うと、XmlElementオブジェクトや

XmlNode オブジェクトなどを、XML

ストリームに変換することができます。

また、逆シリアル化機能により、XML

ストリームから元のオブジェクトを復

元することができます。

単純にいえば、.NETでは、XMLを

生成するだけでなく「保存し、必要に

なったときに利用できる機能が用意さ

れている」ということです。

なお、本稿ではポイントとなる処理

部分のみ説明してゆきます。ソースコ

ードの全体は、付録CD-ROMに収録し

ているサンプルプログラムを参照して

ください

簡単なXML文書を作る

では、さっそくシリアル化機能を使

ってみましょう。手始めに、リスト1の

ような、<タイトル>と<頁数>という2

個だけの要素からなる簡単なXML文書

を作成してみます（サンプルmyXml
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注1）NET Frameworkは、XMLシリアル化だけでなくバイナリシリアル化もサポートしていますが、XML
は標準的なデータ互換フォーマットであり、Webベースでデータの共有や再利用を行なう形式として最適
です。XMLシリアル化機能は、機密性の高い情報よりも、公開したり共有したり二次利用するデータに対
して使うとよいでしょう。
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Serialize_1）。

このサンプルでは、画面上に配置し

たボタンをクリックすることにより、

シリアル化を実行しています。さらに、

作成されたXMLファイルを読み込ん

で、TextBoxコントロール内に表示さ

せています（図1）。

読み込む名前空間は以下の3つです。

・System.Xml.Serialization名前空

間：シリアル化の実現

・System.IO名前空間：生成されたフ

ァイルの出力

・System.Xml名前空間：作成された

XML文書の読み込み／表示

シリアル化や逆シリアル化を行なう

には、XmlSerializerクラスを使います。

シリアル化対象のクラス定義

シリアル化の対象とするarticleInfo

クラスを定義し、title（String型）と

page（Integer型）のメンバを定義しま

す。<タイトル><頁数>という日本語の

要素名で書き出すため、XmlElement

Attribute属性を使って、要素名を変更

しています。この部分のコードがなく、

たとえば「Public title As String = Stri

ng.Empty」のように記述すると、変数

名の<title><page>という要素名で書き

出されます。

Public Class articleInfo
<XmlElement("タイトル")> Public _

title As String = String.Empty
<XmlElement("頁数")> Public _

page As Integer = 0
End Class

Button1_Clickプロシージャ
～シリアライズ処理

まず、Path.GetDirectoryメソッドを

使って、パスを取得します。このサン

プルでは、作成されたXMLファイルを

¥myXmlSerialize_1¥bin¥dataフォルダ

に保存しています。そこで、引数に

Application.StartUpPathを指定して、

アプリケーションの実行パス（¥myXml

Serialize_1¥bin¥）の親ディレクトリ

(myXmlSerialize_1)を取得しています。

Dim appStartPath As String = _
Application.StartupPath

Dim filePath As String = _
Path.GetDirectoryName(appStartPath)

その上で、XMLシリアル化の対象と

なる新しいarticleInfoオブジェクトを生

成し、titleプロパティとpageプロパテ

ィに値を指定します。

Dim myArticle As articleInfo = _
New articleInfo

With myArticle

.title = "痛快Webプログラミング"

.page = 14
End With

次に、シリアル化するクラスの型で

初期化されたXmlSerializerオブジェク

トを生成し、書き込むXMLファイル名

で初期化されたStreamWriterオブジェ

クトを生成します。StreamWriterの生

成時に文字コードを指定しない場合は

UTF-8になります。また、第2引数に

Falseを指定しているため、このファイ

ルは上書き保存となります。

Dim mySerializer As XmlSerializer = _
New XmlSerializer(GetType(articleInfo)

Dim writer As StreamWriter = _
New StreamWriter( _
filePath & "¥data¥articleInfo_1.xml", _
False)

実際に書き込むには、XmlSerializer

クラスのSerializeメソッドを使用しま

す。「XmlSerializer.Serialize (Stream,

Object)」の書式で、StreamWriterオブ

ジェクトを使って、シリアライズされ

たオブジェクトをファイルに書き込む

ことができます。

mySerializer.Serialize(writer, myArticle)

先ほどのサンプルmyXmlSerialize_1

を発展させて、今度はAccess 2003で管

理されているデータをもとに、XML文

書を作成してみましょう（サンプルmy

XmlSerialize_2）。実務では、既存のデ

ータを利用してXML文書を作成するケ

ースが少なくないからです。
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図1：サンプルmyXmlSerialize_1の実行結果

<?xml version=”1.0” encoding=”utf-8”?>
<articleInfo>

<タイトル>痛快Webプログラミング</タイトル>
<頁数>14</頁数>

</articleInfo>

リスト1：シリアル化機能を使って作成する
XML文書

既存データの利用
～XML文書の作成と復元




